
 

 
－ ｖｏｌ.２ － 

 平成２１年７月発行 

 
期間中の常設企画として、鹿角市出身
で働く女性の姿を見続けた民俗学
者の瀬川清子(1895～1984)の業績
を、写真や著書の展示で紹介するコ
ーナーや秋田で活躍中の和紙職
人・高橋朋子さん、水彩画家･永木
千鶴子さん、油彩画家･佐藤智子さ
ん、家具職人･舟山由花さんの作品
展示をおこないました。 

さらに、イベントとして、笹尾千草さ
ん(ココラボラトリ-代表)と高橋朋子さん（和紙職
人）、舟山由花さん（家具職人）による「仕
事と表現と私」と題したトークセッ
ションや森野潤さんの講話会、見上
裕子（センター長）による朗読「市
川房枝随想集だいこんの花」と、佐
藤家（佐藤仁美さん、佐藤めぐみさ
ん）のカフェや、パステル画の講師
AKO さんを迎えての体験教室も開催
されました。 

トークセッションでは「職人として仕
事を続けていくためには悩みもあ
るが、仕事も子育ても、自分が納得
できる生き方をしたい」というお話
や、森野さんからは、「女性の生の
声を聞き取って記録された瀬川清
子の著書から、昔の女性たちの姿に
ゆるぎない自信が感じられた」との
お話がありました。 

さまざまな表現を通して、仕事と女性
の生き方を考える良い機会となり
ました。 

 楽しい表現の機会となりました。 

＜発行：秋田県中央男女共同参画センター 電話：018･８36･7853 http://www.akita-challenge.jp/center/＞ 
〒010-0001 秋田市中通２丁目 3-8 アトリオンビル 6Ｆ 

☆登録団体さんの活動紹介コーナー☆ ようこそ!!ﾊｰﾓﾆｰプラザへ♪ 
今号で紹介するのは「女性学スペース･ミズ」さんです。毎月、第２・４金曜日に女性学に関連する図書を活用して学習活動をしています。 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

Ｑ・活動を始められたきっかけはなんですか？ 

Ａ今から 10 数年前にここ(秋田県男女共同参画センター)で開催した女性学の講座でコラージュをやった

際に一緒だったグループがきっかけです。 

Ｑ・現在の会員数と、活動の内容は？ 

Ａ現在は９名です。第２、４金曜日に６Fのグループ活動スペースを利用して女性学やそれに関連する本

や記事の読み合わせをしています。並行して自分たちの生活や社会的構造的な問題に照らし合わせ、話し

合いながら各々が気づいたことは実生活でも実践するようにしています。 

Ｑ・ハーモニープラザに望むことを教えて下さい。またもっと多くの人に活用してもらうためには何が必要だとおも

いますか。 

Ａアトリオンの１Ｆ入口に目立つ看板を設置するなどして、６Fまで来たくなるような工夫が必要だと思います。ハ

ーモニープラザの愛称やセンターの存在をもっとアピールしたらいいですね。６月の月間のような企画展はとても良

かったので、またああいった催し企画してほしいです。それと、登録団体同士の交流や連携を図り、センターの運営

に関心を持ってもらうために利用者懇談会やハーモニープラザまつりに必ず実行委員として参加してもらうなどの

利用協定があってもいいのではないかと思っています。印刷機の利用に関しても、もっと多くの人に考えてもらうた

めに月間の印刷枚数を各団体に通知してみたらどうですか。 

スペース・ミズさんありがとうございました♪ 
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あらゆるライフステージの「生き方応援館」 

◆目次◆ 
P1・開催報告「表現する秋田の女性たち」 
P2・寄稿・瀬川清子を旅する･･･森野潤 
P2・登録団体紹介ｺｰﾅｰ「ようこそハーモニープラザへ」＜女性学スペースミズ＞ 
P3・情報広場＜ｾﾝﾀｰ開催講座、県内･外関連情報など＞ 
P4・ハーモニー相談室から＜相談のご案内、相談室から･･＞ 
P4・お知らせ、編集後記 

・  

～過去から未来へ～表現者たちのメッセージ・リレー 
＜開催期間：6 月 8 日(月)～28 日(日)＞ 

 

 
開催期間中はたくさんの方々にご参加

いただきました。アンケートにも多
数のご意見やご感想をお寄せいただ
きありがとうございました。一部で
すが、ご紹介します。 

 
＜アンケートの回答より＞ 

・瀬川清子の足跡という企画。今まで
知らなかったので興味を持った。 

・瀬川清子のような方が秋田にいた事
を初めて知った。又、多方面で活躍さ
れている方がいることも知った。 

・はじめて来たが、どの作品もすてき。
こういうスペースがあることを初めて
知って、これからもっと来てみたいと
思う。  

・若々しいこれからの表現者達に心か
ら応援したいと思う。 

・今まで作品展示がなかったので、興
味深かった。 

何よりも秋田の女性たちへのエールが
多かったのが印象的でした。 
また作品展示に参加した“表現者”の
方々も、他のアーティストからの刺激
を受けることができて良かったとの感
想を寄せてくださいました。 
 
 

 
企 画 展 の 来 場 者 数：約 250 人 

イベントへの参加者数：約 100 人 
 

 

 

 

 

コーヒーと和菓

子の絶妙なハー
モニー♪ 
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ハーモニー相談室では、あなたの気持ちをありのままに受け止め、大切にしながら、家族
や地域、社会の中で孤立することなく「自分らしく」生きていけるように、解決方法を探って
いくお手伝いをします。 

◆家族(親､子ども)のこと  ◆夫婦のこと  ◆生き方、性格のこと  ◆ドメスティックバイオレンス など 
 

相談は無料です。秘密は厳守します。 
 

【直通ダイヤル】 ０１８-８３６-７８４６ 

月～土曜日 10：00～17：00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情 報 広 場 

相談援助者のためのサポートセミナー 

日時：9月 30日(水) 午後 1:30～4:30 

場所：中央センター７F 研修室 ※託児あります 

テーマ「怒りのメカニズム」(仮題) 

講師： 森田 ゆり さん 

        （エンパワーメントセンター主宰） 

  ☆詳細はハーモニープラザに 

お問い合わせ下さい。 

元気なふるさとづくり活動支援事業 

公開講演会「女だって､男だって､生き生きと 
暮らしたい秋田をつくろう」 

9 月 5 日(土)午後 1 時～5 時 

秋田県中央男女共同参画センター(ハーモニープラザ)７F研修室 

参加費:一般 1000 円、会員 500 円 

＜講師＞虎井まさ衛さん、上川あやさん、稲村茂さん 

＊お申込み＆お問い合わせは 

性と人権ネットワークESTO (080・6049・8843) 

◆県外関連情報◆ 

＜平成２１年度＞ 

「男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」 
テーマ「女性のエンパワーメントと男女共同参画社会づくり～学ぶ・つながる・広がる・変わる～」 

・ 主催 独立行政法人国立女性教育会館(埼玉県比企郡嵐山町) 

・ 期日 平成21 年8 月28 日(金)～8 月30 日(日) 2 泊3 日 

問い合わせ先：独立行政法人国立女性教育会館事業課 

ＴＥＬ ０４９３－６２－６７２４～６７２５ 
ホームページURL http://www.nwec.jp/  

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

＜日本女性会議2009さかい＞ 
テーマ「山の動く日きたる ～ジェンダー平等の宇宙(そら)へ～」 

・ 主催 日本女性会議2009さかい実行委員会､堺市 

・ 期日 平成21年１０ 月３０ 日（金）～ １１月１ 日（日） 

問い合わせ先：近畿日本ツーリスト株式会社  
関西イベント・コンベンション支店 
「日本女性会議2009さかい」係 

ＴＥＬ (06)6202-4213 

 

南部男女共同参画センター 
「センターまつり」開催日決定！！ 

日時：平成２１年９月１２日(土) 
１０：００～１４：００ 

会場：秋田県南部男女共同参画センター 
(横手市明神町) 

＊お問合は、秋田県南部男女共同参画センターへ 
＜℡０１８２-３３-７０１８＞ 

毎月、テーマにそった本をピックアップして

紹介します。 

◆８月の図書テーマ◆ 

  自己肯定感 
◆９月の図書テーマ◆ 

 からだ・性・セクシュアリティ 
◆１０月の図書テーマ◆ 

  高齢化社会・子育て 

ハーモニープラザ新企画!! 

☆“しゃべり場”開催のお知らせ☆ 

その月ごとの図書テーマについて語り合いませんか 
  ・毎週火曜日 午前１０時３０分～１２時 

  ・場所：ハーモニープラザ６階交流サロン 
 

 ＊申し込みの必要はありません。直接、お出で 
  下さい。お問い合わせはハーモニープラザへ! 

 
TEL 018-836-7853 

 ３ 

 
 
交流サロンでミニ講座を開催して

みませんか？ 

＊10 人程度の集まりに 

最適です。 

＊講座の内容や託児については相談

に応じます。 

★ぼしゅう★ 

ハーモニー相談室 ～あなたらしい生き方を応援します～ 

＜相談室から＞ 

 「私はなにもできない」「何をやってもだめなんです」「何をやっていいかわからない」
と、相談に来た人がよくいう言葉です。話を聴けば、妻としても母としても嫁としても

社会が女性に対して出している高い要求に十分に応えています。他者優先が自尊感情を
低くし、自己否定的な気持ちにさせているのだと痛感します。 

 「あなたはすばらしい力を持っている。誰かのために注いできた、そのエネルギーを
誰のためでもなく、今度は自分のために注いで！」 

ジェンダーの縛りから解放され、自由に心軽くなれるように応援します、どうぞお気
軽にご来室下さい。 

【編集後記】 
４月から指定管理者としてスタートし、初め

ての企画展が新聞などで取り上げられ「女性の
働き」に改めてスポットがあてられたことは幸
いでした。ご協力いただいた方々に心より感謝
申し上げます。 
 今年は、男女共同参画社会基本法が制定・施
行されて１０年目、女子差別撤廃条約が国連で
採択されてから、３０年という節目の年です。 

女性は、今も昔も懸命に生きて社会を支えて
きました。社会的にも対等な関係でありたいも
のです。 

仕事や家庭という個人的に見えることも、社
会制度のなかで人権と深く繋がっているとい
う意識が欠かせません。家族の絆も、お互いを
認めてこそ、と思う日々です。   

－ 佐藤(加) － 
 

 
●6 月 29 日、第 1 回利用者懇談会が開催され、 

13 団体・15 名の方々にご参加 
いただきました。 
登録団体の相互理解、センター 
運営、印刷機の使用状況、11 月 
開催予定のハーモニープラザまつ 
りについて活発な意見交換が行わ 
れました。 

 
●印刷機の使用申込み方法が変わりました。 
 印刷前に事務室で指定の用紙に、団体名をご記入いただ

き、終了時に原稿枚数、印刷枚数をご記入ください。 
ご協力よろしくお願いいたします。 

 
●ハーモニープラザ通信の用紙サイズがＶｏ.１と変更に

なりました。読んでくださる方への読みやすさや配送の
効率を考慮しました。 
ハーモニープラザ通信へのご要望、掲載のご希望などあ
りましたら、お気軽にお寄せください。 

 
●8 月 29 日(土)は、県の記念日につき、無料で７Ｆ研修

室をご利用になれます。どうぞお早めに予約ください。 

４ 


